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記
念
式
典
に
は
、
各
界
か
ら

六
百
人
を
超
え
る
皆
様
の
ご
出

席
を
い
た
だ
き
、
初
め
に
竹
内

伸
・
東
京
理
科
大
学
長
が
式
辞

を
述
べ
「
幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
本
学
を
今
日
の
隆
盛
に

導
い
た
先
人
の
叡
智
と
勇
気
に

見
習
い
、
こ
の
創
立
百
二
十
五

周
年
を
契
機
と
し
て
、
本
学
は

更
な
る
発
展
を
期
し
て
お
り
ま

す
。
新
た
な
四
半
世
紀
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
国
際
的

に
も
評
価
さ
れ
る
世
界
有
数
の

理
工
系
総
合
大
学
を
目
指
し
て

前
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

東
京
理
科
大
学
管
弦
楽
団
に

よ
る
校
歌
演
奏
に
続
き
、
小
坂

憲
次
・
文
部
科
学
大
臣
（
近
藤

信
司
・
文
部
科
学
審
議
官
代

読
）
、
大
沼
淳
・
日
本
私
立
大

学
協
会
会
長
、
黒
川
清
・
日
本

学
術
会
議
会
長
か
ら
ご
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

こ
の
後
、
各
方
面
か
ら
い
た

だ
い
た
祝
電
が
披
露
さ
れ
、
結

び
に
塚
本
桓
世
・
理
事
長
が

「
本
日
ご
出
席
の
皆
様
、
ご
祝

辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

日
頃
本
学
に
ご
支
援
・
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
学
内
外
の

関
係
の
皆
様
に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
理
科
大

学
は
教
育
・
研
究
を
通
し
て
、

良
心
を
も
っ
た
研
究
者
・
技
術

者
・
教
育
者
を
育
成
す
る
”信

じ
ら
れ
る
大
学
“
へ
、
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
た
ゆ
ま
ざ

る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
日
の
本
学
を
築
い
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
歴
代
役
員
や
教
職
員

に
は
、
深
甚
な
る
敬
意
と
謝
意

を
捧
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
父

母
、
卒
業
生
を
始
め
と
す
る
皆

様
に
対
し
、
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

式
典
に
引
続
き
行
わ
れ
た
記

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
六
月

十
七
、
十
八
日
に
、
東
京
・
お

台
場
の
日
本
科
学
未
来
館
で

「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」
が
行

わ
れ
、
子
供
達
を
含
め
二
日
間

賑
わ
っ
た
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
会
場

念
祝
賀
会
で
は
、

塚
本
理
事
長
が

開
会
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
二

階
俊
博
・
経
済

産
業
大
臣
、
安

西
祐
一
郎
・
日

本
私
立
大
学
団

体
連
合
会
会
長
、

北
城
恪
太
郎
・

経
済
同
友
会
代

表
幹
事
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

祝
賀
会
は
鏡
割
り
に
移
り
、

相
澤
益
男
・
東
京
工
業
大
学
長

か
ら
、
乾
杯
の
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
、
歓
談
に
入
っ
た
。

歓
談
が
進
む
中
、
本
学
Ｏ
Ｂ
の

若
き
書
道
家
・
武
田
双
雲
氏

（
98
年
理
工
・
情
報
卒
）
に
よ

る
記
念
揮
毫
が
行
わ
れ
、
三
×

三
ｍ
の
大
き
な
紙
に
、
創
立
百

二
十
五
周
年
記
念
の
コ
ン
セ
プ

ト
”Conscience

“
に
寄
せ

て
「
良
心
」
の
二
文
字
が
鮮
や

か
に
書
か
れ
、
そ
れ
が
会
場
正

面
に
吊
る
さ
れ
る
と
千
二
百
人

を
超
え
る
出
席
者
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

結
び
に
幡
野
純
・
常
務
理
事

が
立
ち
「
記
念
式
典
と
祝
賀
会

を
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
執
り

行
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ

れ
ま
で
東
京
理
科
大
学
を
ご
支

援
く
だ
さ
っ
た
沢
山
の
皆
様
の

お
か
げ
で
す
」
と
感
謝
の
意
を

表
し
た
。

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
の
司

会
進
行
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の

「
生
活
ほ
っ
と
モ
ー
ニ
ン
グ
」

な
ど
で
お
馴
染
み
の
松
波
順
子

氏
に
お
願
い
し
た
。

で
合
計
約
四
千
百
人
の
来
場
者

が
訪
れ
た
。

一
階
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ラ

ボ
」
で
は
物
質
、
情
報
、
生
命
、

融
合
の
四
ス
テ
ー
ジ
四
十
三
の

ブ
ー
ス
で
、
本
学
教
員
に
よ
る

最
新
科
学
技
術
の
解
説
や
体
験

コ
ー
ナ
ー
を
開
催
。
七
階
の

「
み
ら
い
研
究
室
」
で
は
学
生

ら
に
よ
る
ブ
ー
ス
が
集
合
、
身

近
な
科
学
を
体
験
し
て
も
ら
お

う
と
工
夫
を
こ
ら
し
た
実
験
セ

ッ
ト
に
多
く
の
子
供
達
が
集
ま

り
楽
し
ん
で
い
た
。

ま
た
、
記
念
講
演
会
「
古
代

の
遺
跡
か
ら
、
宇
宙
ま
で
」
で

は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
教
育
セ
ン
タ

ー
長
の
的
川
泰
宣
氏
と
テ
レ
ビ

番
組
で
お
馴
染
み
の
本
学
Ｏ
Ｇ
、

楠
田
枝
里
子
氏
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
聴
衆
を
魅
了
し
た
。

近
年
、米
国
の

W
orldC

om

社
や
破
綻
し
た

E
n
ro
n

社
、

日
本
の
ラ
イ
ブ

ド
ア
や
村
上
フ

ァ
ン
ド
な
ど
に

よ
る
不
正
経
理
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
株

式
公
開
買
付
）
で
の
イ
ン
サ
イ

ダ
ー
取
引
、
株
価
操
作
な
ど
の

事
件
が
新
聞
を
賑
わ
せ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
は
証
券
市
場
を

意
図
的
に
利
用
し
た
経
営
者
の

裁
量
的
行
動
に
よ
り
生
起
す
る

が
、
そ
の
根
本
は
自
由
市
場
を

標
榜
す
る
米
国
型
資
本
主
義
に

起
因
す
る
。
▼
事
件
の
背
景
は

複
雑
で
あ
り
、
政
財
の
癒
着
や

そ
れ
に
憧
れ
る
一
般
大
衆
が
存

在
す
る
。
現
代
人
は
こ
の
よ
う

な
社
会
に
住
み
、
生
き
て
い
る
。

こ
れ
が
必
然
で
あ
り
逃
避
で
き

ず
、
人
間
の
生
き
方
に
長
く
大

き
な
影
を
投
影
し
て
い
る
。
▼

も
と
も
と
の
経
済
は
各
個
人
が

作
製
し
た
物
の
物
々
交
換
を
機

軸
と
し
て
い
た
が
、
経
済
に
貨

幣
が
介
在
す
る
と
、
貨
幣
は
何

で
も
手
に
入
れ
る
力
が
あ
る
と

錯
覚
す
る
。
金
融
経
済
は
実
物

経
済
か
ら
派
生
さ
れ
た
擬
制
・

虚
構
で
あ
り
、
実
物
経
済
を
支

援
す
る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
。

し
か
し
こ
の
虚
構
が
独
立
し
自

己
運
動
を
始
め
、
実
物
経
済
を

逆
に
支
配
す
る
。
人
間
に
よ
る

行
動
は
意
識
と
無
関
係
に
、
と

き
に
意
図
せ
ざ
る
随
伴
的
結
果

を
生
む
。
▼
こ
れ
が
現
代
の
一

つ
の
重
要
な
問
題
の
根
源
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
型
モ
デ
ル
が
日

本
に
と
っ
て
最
適
な
そ
れ
と
は

言
え
な
い
。
各
個
人
が
こ
の
問

題
を
真
摯
に
把
握
し
、
責
任
あ

る
行
動
を
選
択
す
る
こ
と
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
貨
幣
の
魔

力
を
極
力
抑
制
し
、「
愛
情
は
愛

情
と
」「
友
情
は
友
情
と
」
し
か

交
換
で
き
な
い
良
心
（consci

ence

）
や
信
頼
と
い
う
財
が

重
要
に
な
る
日
本
独
特
の
モ
デ

ル
を
求
め
て
い
こ
う
。（
Ｈ
・
Ｎ
）

（年４回発行） 

２
面
　
基
礎
工
学
部
創
設
20
周
年
記
念
式
典
／
工
学
部

二
部
創
設
30
周
年
記
念
誌
／
平
成
17
年
度
決
算

３
面
　
山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

重
倉
前
諏
訪
東
京
理
科
大
学
長
に
名
誉
教
授
称

号
／
コ
コ
ロ
の
健
康
／
理
窓
会
だ
よ
り
　
ほ
か

４
面
　
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
寄
付
者
芳
名
／
創
立

百
二
十
五
周
年
記
念
寄
付
者
銘
板
の
除
幕
式

創
立
125
周
年
記
念
号（
　 

）を
発
行

16
頁

特
集

創　立

｢先人に見習い　新たな前進を｣

盛大に125周年周年記念式典式典盛大に125周年記念式典

式
典
会
場
を
埋
め
た
各
界
か
ら
の
参
列
者
。
枠
内
左
は
あ
い
さ
つ
す
る

竹
内
学
長
、
同
右
は
謝
辞
を
述
べ
る
塚
本
理
事
長
（
帝
国
ホ
テ
ル
で
）

東
京
理
科
大
学
は
六
月
十
四
日
、
創
立
百
二
十
五
周

年
を
迎
え
、
こ
れ
を
祝
う
「
東
京
理
科
大
学
創
立
百
二

十
五
周
年
記
念
式
典
」
が
同
日
、
東
京
・
内
幸
町
の
帝

国
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
た
。

式
典
を
盛
り
あ
げ
た
本
学
管
弦
楽
団

背
後
の
文
字
は
武
田
双
雲
氏
の
揮
毫

め
で
た
く
鏡
割
り
行
事
で
祝
賀
会
へ

お台場で　｢サイエンスフェア｣

雄
渾
に
揮
毫
す
る
武
田
双
雲
氏
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に
東
京
物
理
学
校
）
以
来
の
夜

間
教
育
に
お
け
る
豊
富
な
経
験

を
生
か
し
、
建
築
学
科
・
電
気

工
学
科
・
経
営
工
学
科
の
三
学

科
に
お
い
て
工
学
教
育
を
実
践

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
四
千

人
あ
ま
り
の
卒
業
生
を
送
り
出

工
学
部
第
二
部
は
、
一
九
七

六
年
（
昭
和
五
十
一
）
年
四
月

に
発
足
し
て
以
来
三
十
周
年
を

迎
え
、
こ
の
ほ
ど
そ
の
足
跡
を

た
ど
る
記
念
誌
を
編
纂
し
た
。

本
学
部
は
、
本
学
の
前
身
で

あ
る
東
京
物
理
学
講
習
所
（
後

六
月
二
十
四
日
、
東
京
理
科

大
学
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
基
礎
工
学

部
創
設
二
十
周
年
を
祝
う
式
典

と
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。

本
学
部
で
は
、
一
年
次
は
北

海
道
長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
全
寮
制
に
基
づ
く
全
人
的
教

養
教
育
」
が
行
わ
れ
、
二
年
次

以
降
は
千
葉
県
野
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
教
育
研
究
が
行
わ

れ
て
い
る
。

式
典
に
は
、
地
元
長
万
部
町

の
皆
様
を
初
め
学
生
・
教
職
員
が

し
て
い
る
が
、
卒
業

生
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
で
高
度
専
門

技
術
者
と
し
て
活
躍

し
て
き
て
い
る
。

今
、
学
部
創
設
期

の
資
料
を
紐
解
く
と
、

勤
労
学
生
を
対
象
と

し
て
「
能
力
と
熱
意

を
持
つ
人
物
を
養
成

す
る
学
部
教
育
並
び

に
、
成
人
教
育
ま
た

は
継
続
教
育
の
意
味

を
持
つ
社
会
人
教

育
」
を
目
指
し
て
と

い
う
当
時
の
小
谷
学

長
の
言
葉
や
「
落
第

さ
せ
る
こ
と
を
気
に

し
な
い
で
、
学
生
に
実
力
が
つ

く
ま
で
と
こ
と
ん
教
育
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
平
川
理
事

長
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
。
繰
り

返
し
学
生
に
説
明
さ
れ
て
き
た

「
実
力
主
義
」
や
「
社
会
人
教

育
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、

出
席
。
竹
内
学
長
が

「
東
京
理
科
大
学
百

二
十
五
周
年
と
基
礎

工
学
部
創
設
二
十
周

年
の
記
念
す
べ
き
年

を
皆
さ
ん
と
共
に
心

か
ら
お
祝
い
し
た
い
。

今
後
も
、
こ
の
全
人

的
教
育
を
理
科
大
の

誇
り
と
し
て
大
き
く

育
て
て
い
き
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
た
。

続
い
て
塚
本
理
事

長
が
「
長
万
部
キ
ャ

ン
パ
ス
は
基
礎
工
学

部
創
設
時
の
出
発

点
、
原
点
で
す
。
社

会
で
も
高
く
評
価
さ

れ
て
お
り
、
活
躍
し

て
い
る
卒
業
生
が
大
勢
い
ま
す
。

こ
の
全
寮
制
の
素
晴
ら
し
い
教

育
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
式

典
の
後
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
や
シ
ラ
カ
バ
な
ど

の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
基
礎

創
設
期
か
ら
大
切
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
工
学
部
第
二
部
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
設
立
以
来
三

十
年
を
経
て
変
化
し
て
き
て
い

る
。
大
学
数
が
増
加
し
て
き
て

い
る
こ
と
や
、
十
八
歳
人
口
の

減
少
が
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
て

夜
間
教
育
の
必
要
性
の
有
無
を

問
い
か
け
て
き
て
い
る
。
そ
う

し
た
状
況
下
、
本
学
部
は
「
夜

だ
か
ら
学
ぼ
う
」
と
い
う
「
社

会
人
と
し
て
自
立
し
た
個
人
」

を
対
象
に
、
夜
間
教
育
を
行
っ

て
い
る
。

本
記
念
誌
は
、
工
学
部
第
二

部
三
学
科
の
編
集
委
員
を
中
心

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
本
誌

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

工
学
部
二
部
事
務
室
０
３
・
５

２
２
８
・
８
３
８
６
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
本
誌
の

内
容
は
、
工
学
部
第
二
部
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

工
学
部
が
更
に
充
実
発
展
す
る

こ
と
を
祈
っ
た
。

さ
ら
に
、
宇
宙
飛
行
士
・
毛

利
衛
氏
の
『
宇
宙
か
ら
見
た
生

命
の
つ
な
が
り
〜
我
々
は
な
ぜ

挑
戦
し
続
け
る
の
か
〜
』
と
題

す
る
記
念
特
別
講
演
会
が
行
わ

れ
「
私
た
ち
生
命
は
、
時
間

的
・
空
間
的
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
個

の
新
し
い
環
境
へ
の
挑
戦
が
生

命
の
持
続
性
を
生
み
出
し
、
そ

れ
が
未
来
へ
貢
献
し
て
い
ま
す
。

宇
宙
的
視
野
か
ら
見
る
と
、
教

育
は
社
会
に
適
応
す
る
基
礎
能

力
を
開
発
す
る
こ
と
と
個
の
優

れ
た
能
力
を
社
会
に
生
み
出
す

こ
と
で
す
。
科
学
技
術
を
文
化

に
組
み
込
ん
だ
豊
か
な
社
会
へ

の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
」
と

語
っ
た
。

続
い
て
、
野
田
・
長
万
部
の

両
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結
ん
で
、
基

礎
工
学
部
卒
業
生
起
業
家
と
学

生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
『
今
、
何
を
す
べ
き
か

基
礎
工
学
部
20
周
年
の
記
念
式
典

一
、
資
金
収
支
計
算
書

平
成
十
七
年
度
資
金
収
入
は
、

平
成
十
七
年
度
予
算
比
（
以
下

「
予
算
比
」
と
い
う
）
一
〇
九

億
二
一
七
八
万
円
増
の
四
七
五

億
一
四
八
四
万
円
で
あ
り
、
こ

…
』
が
行
わ
れ
た
。
学
生
団
体

が
企
画
し
た
も
の
で
、
岩
切
康

二
㈱
イ
ン
フ
ォ
ワ
ー
ド
代
表
取

締
役
・
平
成
十
年
、
電
子
応
用

工
学
科
卒
）
、
吉
松
徹
郎
（
㈱

ア
イ
ス
タ
イ
ル
代
表
取
締
役
Ｃ

Ｅ
Ｏ
・
平
成
八
年
、
生
物
工
学

科
卒
）
、
山
田
メ
ユ
ミ
（
㈱
ア

イ
ス
タ
イ
ル
代
表
取
締
役
・
平

成
七
年
、
生
物
工
学
科
卒
）
の

三
氏
と
会
場
の
学
生
が
活
発
な

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

式
典
、
特
別
講
演
会
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
模
様

は
、
長
万
部
・
野
田
・
神
楽
坂

の
三
キ
ャ
ン
パ
ス
を
学
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
結
ん
で
同
時
中
継

さ
れ
た
。

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

夕
刻
か
ら
祝
賀
会
や
花
火
大
会

が
催
さ
れ
、
こ
の
日
一
日
、
開

設
二
十
周
年
の
祝
賀
ム
ー
ド
一

色
に
包
ま
れ
た
。

れ
に
前
年
度
繰
越
支
払
資
金
三

一
七
億
八
二
一
二
万
円
を
加
え

て
、
収
入
の
部
合
計
は
、
七
九

二
億
九
六
九
六
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
資
金
支
出
は
、

予
算
比
六
一
億
五
五
二
五
万
円

増
の
四
七
八
億
六
〇
四
一
万
円

で
あ
っ
た
の
で
、
次
年
度
繰
越

支
払
資
金
は
予
算
比
四
七
億
六

六
五
二
万
円
増
の
三
一
四
億
三

六
五
五
万
円
と
な
り
、
支
出
の

部
合
計
は
、
七
九
二
億
九
六
九

六
万
円
で
あ
る
。

二
、
消
費
収
支
計
算
書

平
成
十
七
年
度
消
費
収
入
は
、

予
算
比
三
三
億
二
〇
四
四
万
円

増
の
二
七
九
億
五
二
七
七
万
円

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
消
費
支
出
は
、

予
算
比
三
億
八
二
四
五
万
円
減

の
三
一
三
億
一
五
四
二
万
円
で

あ
る
。
こ
の
結
果
、
平
成
十
七

年
度
の
消
費
収
支
差
額
は
三
三

億
六
二
六
五
万
円
の
支
出
超
過

と
な
り
、
平
成
十
六
年
度
か
ら

繰
り
越
さ
れ
て
き
た
消
費
支
出

超
過
額
七
八
億
二
一
五
八
万
円

を
加
え
る
と
、
平
成
十
八
年
度

へ
の
繰
越
消
費
支
出
超
過
額
は
、

一
一
一
億
八
四
二
三
万
円
と
な

る
。

三
、
貸
借
対
照
表

平
成
十
七
年
度
末
の
資
産
の

部
合
計
は
、
前
年
度
末
比
二
〇

億
二
一
〇
四
万
円
増
の
一
六
九

〇
億
四
二
九
〇
万
円
で
あ
る
。

ま
た
、
負
債
の
部
合
計
は
、

前
年
度
末
比
一
一
億
二
〇
六
六

万
円
減
の
三
三
四
億
九
四
二
〇

万
円
で
あ
る
。

基
本
金
の
部
合
計
は
、
前
年

度
末
比
六
五
億
四
三
五
万
円
増

の
一
四
六
七
億
三
二
九
三
万
円

で
あ
る
。

消
費
収
支
差
額
の
部
合
計
は
、

翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過
額

が
一
一
一
億
八
四
二
三
万
円
で

あ
る
。

＊
詳
細
は
本
学
Ｈ
Ｐ

http://w
w
w
.tus.ac.jp/

info/houjin/index/htm
l
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基礎工学部  20周年
記念式典･各種行事で祝賀

工
学
部
第
二
部
30
周
年
記
念
誌
か
ら

工学部第二部  30周年
記念誌「夜だからこそ学べる」  編纂

平成１７年度　資金収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

収
入
の
部

支
出
の
部

平成１７年度　消費収支計算書
科　　　　　目 予　　算 決　　算 差　　異

消
費
収
入
の
部

消
費
支
出
の
部

科　　　　　目 本年度末 前年度末 増　　減

貸 借 対 照 表 平成１８年３月３１日

（ ）自　平成１７年４月１日
至　平成１８年３月３１日

２５,４９５,３９０,９５０
１,５１７,１９２,５７５
８１７,３３６,０６２
３,９９５,８８５,８７３
５７２,３４１,０８２
４,５４１,８９４,９０２
７８６,５８４,５４５
１,０４１,００６,４４３
６,４８０,０００,０００
１６,８０２,７７２,５７３
３,４１３,４５９,４３４

△１７,９４９,０２５,００９
３１,７８２,１２２,５５１
７９,２９６,９６１,９８１
１６,０１５,９９９,０４９
８,６３９,９６０,０４２
１,７３２,４４２,２６３
５１,２１２,２２１

７,９６３,１６０,０００
５,６９４,４５１,２５９
２,３２４,２８１,８５６
５,３１４,３８９,９９５
１,９７３,３０９,５００

△  １,８４８,７９３,４５９
３１,４３６,５４９,２５５
７９,２９６,９６１,９８１

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産運用収入
資産売却収入
事業収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
〔予　備　費〕

資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
支出の部合計

８６,２０３,０５０
８４３,４２５

９８４,９６３,９３８
１６５,９６２,８７３
１７２,６８７,０８２
４,５０１,８９４,９０２
１７０,２２７,５４５
４２,５３７,５５７

６,４８０,０００,０００
５０４,６１９,５７３
１８２,４１８,４３４
１４１,４８３,００９

１０,９２１,７７９,４３０
４０,５９２,０４９
４７０,４９２,９５８
１４４,９９１,７３７
７,１０７,７７９

６,４８０,０００,０００
１,７２２,０５６,７４１
２４,８７２,１４４

２,５８８,４９０,９９５
４７,１５１,５００

０
６３１,４５８,４５９
４,７６６,５２４,７０４
１０,９２１,７７９,４３０

２５,５８１,５９４,０００
１,５１８,０３６,０００
１,８０２,３００,０００
３,８２９,９２３,０００
３９９,６５４,０００
４０,０００,０００
６１６,３５７,０００
１,０８３,５４４,０００

０
１６,２９８,１５３,０００
３,２３１,０４１,０００

△１７,８０７,５４２,０００
３１,７８２,１２２,５５１
６８,３７５,１８２,５５１
１５,９７５,４０７,０００
９,１１０,４５３,０００
１,８７７,４３４,０００
５８,３２０,０００

１,４８３,１６０,０００
７,４１６,５０８,０００
２,３４９,１５４,０００
２,７２５,８９９,０００
１,９２６,１５８,０００
(３００,０００,０００)

０
１,２１７,３３５,０００
２６,６７０,０２４,５５１
６８,３７５,１８２,５５１

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（ ）自　平成１７年４月１日
至　平成１８年３月３１日

２５,４９５,３９０,９５０
１,５１７,１９２,５７５
１,０４５,９８０,１４７
３,９９５,８８５,８７３
５６９,９２２,０２８
４,３４０,６２６

７８６,５８４,５４５
１,０４１,８１８,７９４
３４,４５７,１１５,５３８
６,５０４,３４７,６２０
２７,９５２,７６７,９１８
１５,８５５,４８４,０２１
１３,１６３,１１５,７０７
１,８２８,７１１,２８１
５１,２１２,２２１
３７１,３９５,９４３

４５,５００,０００

３１,３１５,４１９,１７３
３,３６２,６５１,２５５
７,８２１,５７８,４０１
１１,１８４,２２９,６５６

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計
人件費
教育研究経費
管理経費
借入金等利息
資産処分差額
徴収不能引当金繰入額
（又は徴収不能額）
〔予　備　費〕

消費支出の部合計
当年度消費支出超過額
前年度繰越消費支出超過額
翌年度繰越消費支出超過額

８６,２０３,０５０
８４３,４２５

１,０３０,６５０,８５３
１６５,９６２,８７３
１７０,２６８,０２８
４,３４０,６２６

１７０,２２７,５４５
４１,７２５,２０６
６４８,６２３,４６２
３,９６９,０５９,３８０
３,３２０,４３５,９１８
１１９,９２２,９７９
５１１,７７１,２９３
１３８,３５９,７１９
７,１０７,７７９

３４９,２１５,９４３

４５,５００,０００

０
３８２,４４５,８２７

２５,５８１,５９４,０００
１,５１８,０３６,０００
２,０７６,６３１,０００
３,８２９,９２３,０００
３９９,６５４,０００

０
６１６,３５７,０００
１,０８３,５４４,０００
３５,１０５,７３９,０００
１０,４７３,４０７,０００
２４,６３２,３３２,０００
１５,９７５,４０７,０００
１３,６７４,８８７,０００
１,９６７,０７１,０００
５８,３２０,０００
２２,１８０,０００

０
(３００,０００,０００)

０
３１,６９７,８６５,０００
７,０６５,５３３,０００
７,８２１,５７８,４０１
１４,８８７,１１１,４０１

１３３,６５３,４５２,２８３
１１０,３８４,６６６,２８８
２３,２６８,７８５,９９５
３３,３６８,４０３,２８２
１６７,０２１,８５５,５６５
１４,９８５,８７８,４１２
１９,６２８,９７７,４９９
３４,６１４,８５５,９１１
１３０,９２７,５７８,０５５
７,５００,０００,０００
１００,０００,０００
１,７０１,０００,０００

１４０,２２８,５７８,０５５
７,８２１,５７８,４０１

１６７,０２１,８５５,５６５

固定資産
　　有形固定資産
　　その他の固定資産
流動資産

固定負債
流動負債

第１号基本金
第２号基本金
第３号基本金
第４号基本金

２,３８２,９６７,２７９
２,８９６,５０３,３３２
５１３,５３６,０５３
３６１,９２７,４６５
２,０２１,０３９,８１４
１,６９８,３４１,７８７
５７７,６８５,２３６
１,１２０,６５６,５５１
５,５０４,３４７,６２０
１,０００,０００,０００

０
０

６,５０４,３４７,６２０
３,３６２,６５１,２５５

２,０２１,０３９,８１４

１３６,０３６,４１９,５６２
１１３,２８１,１６９,６２０
２２,７５５,２４９,９４２
３３,００６,４７５,８１７
１６９,０４２,８９５,３７９
１３,２８７,５３６,６２５
２０,２０６,６６２,７３５
３３,４９４,１９９,３６０
１３６,４３１,９２５,６７５
８,５００,０００,０００
１００,０００,０００
１,７０１,０００,０００

１４６,７３２,９２５,６７５
１１,１８４,２２９,６５６

１６９,０４２,８９５,３７９

資産の部合計

負債の部合計

基本金の部合計
消費収支差額の部合計
負債の部、基本金の部
および消費収支差額の部合計

△
△
△
△

△
△
△

△
△

△

△
△

△
△

△

△ △

△
△
△
△

△
△

△

△

△

△
△

△

△

△△

創
立
125
周
年
記
念

学学
生
イ
ベ
ン
ト
賑
わ
う

学
生
イ
ベ
ン
ト
賑
わ
う

平
成
17
年
度 

決
算
報
告
学
校
法
人
　
東
京

理
科
大
学
理
事
会

六
月
十
七
、
十
八
の
両
日
、
神
楽
坂
・
野
田
・
久
喜
の
三
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
創
立
百
二
十
五
周
年
を
記
念
す
る
学
生
主
催
の
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
・
児
童
と
共
に
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

神楽坂 「じょうずにできた！」ニッコリ笑顔の
鈴木康平くん（７才）人工イクラを作る実験で

野　田 体育館では、学長杯・理事長杯争奪スポーツ
フェスティバルと銘うってバレーボール熱戦

久　喜 久喜東中学校吹奏楽部の元気いっぱいの演奏に
大勢の聴衆が詰めかけた
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本
学
で
は
、
今
年
に
入
っ
て

国
際
的
な
外
部
認
証
を
次
々
に

取
得
し
た
。

ま
ず
、
一
つ
目
は
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規

格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
。

こ
の
規
格
は
、
組
織
が
環
境

へ
の
負
荷
を
継
続
的
に
改
善
し

て
い
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
て
お

り
、
認
証
を
取
得
す
る
こ
と
で
、

国
際
的
に
環
境
に
配
慮
し
た
組

織
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も

の
で
あ
る
。
学
校
法
人
東
京
理

科
大
学
は
、
久
喜
校
舎
に
次
い

で
二
番
目
の
取
得
と
な
っ
た
。

物
質
・
環
境
工
学
科
を
擁
す

る
本
学
で
は
、
環
境
に
関
す
る

教
育
研
究
が
非
常
に
充
実
し
て

い
る
の
が
特
長
で
あ
る
。
今
後

と
も
、
教
職
員
・
学
生
が
一
体

と
な
り
、
環
境
方
針
の
達
成
に

向
け
て
計
画
・
実
行
・
点
検
・

見
直
し
の
サ
イ
ク
ル
を
運
用
し
、

継
続
的
な
環
境
改
善
の
ス
パ
イ

ラ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
。

環
境
方
針
は
次
の
と
お
り
。

①
教
育
・
研
究
活
動
を
通
じ
た

環
境
意
識
の
育
成

②
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率

重
倉
祐
光
（
75
）
・
前
諏
訪

東
京
理
科
大
学
長
の
名
誉
教
授

称
号
授
与
式
が
五
月
三
十
一
日

（
水
）、
神
楽
坂
校
舎
特
別
会
議

室
で
行
わ
れ
た
。

式
で
は
、
竹
内
学
長
か
ら
重

倉
前
学
長
へ
、
平
成
十
八
年
五

月
十
一
日
付
の
名
誉
教
授
称
号

記
が
お
く
ら
れ
、
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
、
塚
本
理
事

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
重
倉
前

学
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。

重
倉
先
生
は
、
昭
和
四
十
一

年
四
月
か
ら
東
京
理
科
大
学
に

在
職
さ
れ
、
東
京
理
科
大
学
総

合
研
究
所
火
災
科
学
研
究
部
門

主
任
、
理
工
学
部
長
お
よ
び
理

工
学
研
究
科
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
た
。
さ
ら
に
平
成
十
年
六
月

か
ら
は
東
京
理
科
大
学
諏
訪
短

期
大
学
の
学
長
と
し
て
、
平
成

十
四
年
四
月
か
ら
は
新
た
に
発

足
し
た
諏
訪
東
京
理
科
大
学
の

初
代
学
長
と
し
て
そ
の
重
責
を

担
わ
れ
、
諏
訪
短
期
大
学
か
ら

諏
訪
東
京
理
科
大
学
へ
の
改
組

転
換
の
基
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ

た
。
ま
た
、
学
校
法
人
の
理

事
・
評
議
員
も
歴
任
さ
れ
た
。

富
澤
先
生
に
も

ま
た
、
東
京
理
科
大
学
は
、

永
年
に
わ
た
り
本
学
の
教
育
・

研
究
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多

く
の
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
富
澤

稔
先
生
に
名
誉
教
授
の
称
号
を

授
与
し
た
。

河
田
　
幸
三
元
教
授

（
本
学
名
誉
教
授
・
基
礎
工
学

部
材
料
工
学
科
）
平
成
十
八
年

四
月
二
十
六
日
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
八
十
三
歳
。

牧
　
　
博
司
元
教
授

（
理
工
学
部
機
械
工
学
科
）
平

成
十
八
年
六
月
八
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
四
歳
。

深
井
　
道
子
元
理
工
学
事

務
課
員

平
成
十
八
年
六
月

十
二
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
五

十
七
歳
。

山
口
東
京
理
科
大
学 
山
口
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
〒756-0884

山
口
県
山
陽
小
野
田
市
大
学
通
一
ー
一
ー
一 
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国
際
的
認
証
　

２
つ
取
得

 

国
際
的
認
証
　

２
つ
取
得

「
環
境
配
慮
」の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

「
電
子
・
情
報
工
学
科
」Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定

的
利
用

③
環
境
関
連
法
規
の
遵
守

④
継
続
的
環
境
改
善
と
汚
染
の

予
防

⑤
環
境
教
育
活
動
と
地
域
貢
献

活
動
の
推
進

二
つ
目
は
、
電
子
・
情
報
工

学
科
「
電
子
・
制
御
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
。

こ
れ
は
、
高
等
教
育
機
関
の

技
術
者
教
育
に
つ
い
て
審
査
認

定
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日

本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
）」

が
、
本
学
電
子
・
情
報
工
学
科

に
対
す
る
書
類
及
び
実
地
審
査

を
行
い
、
そ
の
結
果
、
国
際
的

に
通
用
す
る
技
術
者
教
育
を
行

っ
て
い
る
と
認
め
た
も
の
で
あ

る
。
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
は
、
国
際
相

互
承
認
協
定
（
ワ
シ
ン
ト
ン
ア

コ
ー
ド
）
へ
の
正
式
加
盟
が
承

認
さ
れ
、
国
際
的
な
同
等
性
が

認
知
さ
れ
て
お
り
、
今
回
認
定

さ
れ
た
「
電
子
・
制
御
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
を
履
修
し
修
了
し
た
学

生
は
技
術
士
の
第
一
次
国
家
試

験
が
免
除
さ
れ
、
修
習
技
術
者

の
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。

本
学
で
は
、
二
〇
〇
二
年
度

の
物
質
・
環
境
工
学
科
「
応
用

化
学
コ
ー
ス
」
に
次
ぐ
、
二
番

目
の
認
定
。
今
回
の
認
定
で
、

本
学
が
全
学
的
に
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ

認
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
は
、
全
国
的
に
も
見
て
も
例

の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

諏
訪
東
京
理
科
大
学 

諏
訪
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー
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茅
野
か
ら
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

ド
イ
ツ
大
会
に
出
場
す
る
日
本
代
表
を
応

援
し
よ
う

―
本
学
の
学
生
有
志
ら
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
（
委
員
長
：
濱
田
康

良
・
機
械
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
三

年
）
は
六
月
十
二
日
夜
、
茅
野
市
の
茅
野

市
民
館
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
戦
す
る

「
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
を
実
施

し
た
。
深
夜
か
ら
の
キ
ッ
ク
オ
フ
に
も
か

か
わ
ら
ず
学
生
、
一
般
市
民
な
ど
約
六
百

人
が
参
加
し
「
ニ
ッ
ポ
ン
、
ニ
ッ
ポ
ン
」

と
熱
い
声
援
を
送
っ
た
＝
写
真
。

同
委
員
会
は
本
学
の
サ
ッ
カ
ー
部
、
フ

ッ
ト
サ
ル
部
な
ど
の
学
生
約
二
十
人
で
組

織
。
茅
野
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
茅
野
市
民

館
と
の
開
催
協
力
で
実
現
し
た
。
地
域
住

民
へ
の
広
報
や
会
場
設
営
な
ど
す
べ
て
学

生
中
心
に
進
め
ら
れ
た
場
外
サ
ポ
ー
ト
は

盛
り
上
が
り
、
地
域
交
流
を
深
め
た
。
こ

の
模
様
は
、
地
元
報
道
機
関
で
も
報
道
さ

れ
た
。

諏訪から熱い声援諏訪から熱い声援諏訪から熱い声援
学生有志　ドイツＷ杯観戦会を企画

重倉祐光先生

富澤稔先生

2

重
倉
前
諏
訪

学
長
に
名
誉
教
授
称
号

東
　
京

理
科
大

◇
平
成
18
年
４
月
13
日
付

富
澤
　
　
稔
　
74
歳

元
理
工
学
部
教
授

富
澤
先
生
は
、
理
工
学
部
創

設
時
の
昭
和
四
十
二
年
四
月
か

ら
平
成
十
四
年
三
月
ま
で
三
十

五
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ
れ

た
。
在
職
中
に
、
学
生
部
委
員

会
委
員
の
ほ
か
学
科
幹
事
、
研

究
科
幹
事
、
学
科
主
任
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
ま
た
、
理
事
や
常

務
理
事
の
立
場
か
ら
も
大
学
の

運
営
に
貢
献
さ
れ
た
。
主
な
専

門
は
建
築
構
造
学
で
、
特
に
、

建
築
構
造
設
計
の
中
で
も
高
度

な
技
術
を
必
要
と
す
る
超
高
層

建
物
の
時
刻
歴
応
答
解
析
を
用

い
た
耐
震
設
計
に
つ
い
て
の
研

究
を
さ
れ
た
。

さ
あ
、
夏
休
み
！

七
月
に
入
り
、
試
験
や
レ
ポ

ー
ト
の
提
出
は
気
に
な
っ
て
も

そ
ろ
そ
ろ
夏
休
み
の
計
画
を
立

て
始
め
て
い
る
人
も
い
る
で
し

ょ
う
。
サ
ー
ク
ル
活
動
、
旅
行
、

ア
ル
バ
イ
ト
、
短
期
の
語
学
留

学
な
ど
、
ど
ん
な
夏
休
み
に
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

健
康
に
気
を
つ
け
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
夏
、
気

を
つ
け
た
い
の
は
お
肌
の
「
や

け
ど
」
で
す
。
海
に
行
く
人
、

山
に
行
く
人
、
男
女
を
問
わ
ず

紫
外
線
対
策
を
忘
れ
ず
に
！

久
し
ぶ
り
に
帰
省
す
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
四
月
か
ら
一

人
暮
ら
し
を
始
め
た
新
入
生

は
、
慣
れ
な
い
炊
事
、
洗
濯
、

掃
除
か
ら
開
放
さ
れ
て
ホ
ッ
と

す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
何
も

し
な
く
て
も
ご
飯
の
出
て
く
る

生
活
は
あ
り
が
た
い
も
の
で
す

が
、
こ
こ
は
ひ
と
ふ
ん
ば
り
。

秋
か
ら
の
食
生
活
を
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
に
富
ん
だ
も
の
に
す
る
た

め
に
も
、
新
し
い
料
理
を
二
〜

三
品
覚
え
て
戻
っ
て
来
て
く
だ

さ
い
。
そ
ろ
そ
ろ
卒
業
後
の
進

路
の
こ
と
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
学
年
の
人
は
、
将
来
に

つ
い
て
日
頃
離
れ
て
暮
ら
す
家

族
の
方
々
と
じ
っ
く
り
話
し
合

う
よ
い
機
会
で
す
。

前
期
に
よ
く
理
解
で
き
な
い

授
業
が
あ
っ
た
人
や
人
間
関

係
・
進
路
な
ど
自
分
自
身
の
課

題
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
問
題

と
向
き
合
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ス
ッ
キ
リ
気
持
ち
よ
く
後
期
が

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
早
め
に
問

題
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

長
期
休
暇
中
は
、
ど
う
し
て

も
生
活
の
リ
ズ
ム
が
狂
い
ま

す
。
決
ま
っ
た
時
間
に
起
き
る

な
ど
睡
眠
リ
ズ
ム
を
崩
さ
な
い

工
夫
が
必
要
で
す
。
前
期
予
備

期
間
や
後
期
授
業
開
始
一
週
間

前
ぐ
ら
い
か
ら
は
、
そ
ろ
そ
ろ

授
業
の
あ
る
生
活
時
間
を
意
識

し
て
暮
ら
し
、
気
持
ち
に
余
裕

を
持
っ
て
後
期
の
授
業
開
始
を

迎
え
た
い
で
す
ね
。

（
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
）

夏
！
夏
！
リ
ズ
ム
を
崩
さ
ぬ
よ
う
に

理理

窓窓

会会
だ
よ
り

●
10
／
８
イ
ベ
ン
ト

東
京
理
科
大
学
創
立
百
二
十

五
周
年
の
今
年
十
月
八
日（
日
）、

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
理
科
大
創

立
以
来
初
め
て
と
な
る
、
卒
業

生
十
五
万
人
の
た
め
の
学
園
祭

（
同
窓
会
）「
第
一
回
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
大
学
と
卒

業
生
の
絆
を
深
め
、
大
学
の
社

会
的
地
位
の
一
層
の
向
上
を
図

る
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

当
日
は
卒
業
し
て
五
十
年
に

な
る
の
を
記
念
す
る
祝
賀
懇
親

会
を
開
催
。
昭
和
三
十
一
年
以

前
に
卒
業
さ
れ
た
方
々
（
住
所

判
明
者
約
四
千
四
百
人
）
を
招

待
し
、
懇
親
会
を
催
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
㈱
堀
場
製
作

所
最
高
顧
問
・
堀
場
雅
夫
氏
、

お
よ
び
（財）
神
奈
川
科
学
技
術
ア

カ
デ
ミ
ー
理
事
長
・
藤
嶋
昭
氏

に
よ
る
「
記
念
講
演
会
」、
コ

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
・
ビ
リ
ー
バ

ン
バ
ン
に
よ
る「
コ
ン
サ
ー
ト
」、

本
学
理
学
部
数
学
科
卒
・
鬼
武

み
ゆ
き
さ
ん
、
祥
子
さ
ん
、
そ

し
て
理
工
学
部
建
築
学
科
卒
の

takam
i

さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
「L

ive&
S
tage

」
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
「
模
擬
店
」 「

Ｔ
Ｌ
Ｏ
展
」、
サ
イ
エ
ン
ス
夢

工
房
・
火
災
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
「
親
子
科
学
実
験
教

室
」
等
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
参
加
券
（
一
万
円
）
購
入
者

に
豪
華
賞
品
が
当
た
る
「
抽
選

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
卒

業
生
だ
け
で
は
な
く
、
在
校
生

や
家
族
、
近
隣
の
方
々
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
「
参

加
券
」
も
誰
で
も
購
入
で
き
ま

す
の
で
、
奮
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

＊
理
窓
会
…
本
学
卒
業
生
が
自

動
的
に
加
入
す
る
同
窓
会
。

＊
理
窓
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
スhttp:

//risoukai.rikadai.jp/in
dex.htm

l

創
立
１
２
５
周
年
記
念

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
集
を

－　最先端科学技術への招待　－

8月８日（火）
11：00～16：30

9月２日（土）
10：00～18：00

【神楽坂・九段校舎】

入退場自由

8月７日（月）
10：00～16：00

9月３日（日）
10：00～16：00

【野田キャンパス】

入退場自由

7月1５日（土）
13：00～17：00
（終　了）

【久喜キャンパス】

ご来場ありがとう
ございました

●模擬実験／模擬講義／公開演習　●個別進学相談
●資料・入試問題配布　●入試問題説明／進路状況説明
●研究室見学　●キャンパスツアー

【お問い合わせ】　入試センター
〒162-8601　新宿区神楽坂１-３

TEL 03-5228-8092 ／ FAX 03-5228-8093
E-MAIL　nyugaku@admin.tus.ac.jp
URL　http://www.tus.ac.jp/

内　　容

2006

※土曜・日曜・祝日を除く ※窓口業務は昼休み12：00～13：00を除く

※8/10（木）～20（日）は全学休館

理学事務課

MOT・MIP事務室

学生課
就職課
教職課程支援室
経理課
管財課

工学事務課

学生課
就職課
管財課

神
　
楽
　
坂

九
　
段

事 

務 

室

事 

務 

室

野 田
長万部
久 喜

第一部　９：00～16：00
第二部　13：30～18：30
10：00～18：30
（MIP事務室は８/7まで平常どおり）

９：00～18：30
９：00～18：30
10：00～18：00
10：00～16：00
10：00～17：00

第一部　９：00～16：00
第二部　13：30～18：30
９：15～18：30
９：15～18：30
10：00～17：00

９：00～18：00
（火・水・金曜日は16：00まで）

９：00～17：00
（土曜日は10：00～16：00）

９：00～18：00
（火・水・金曜日は16：00まで）

夏休み中の事務室の取り扱い時間
―― ８／1（火）～９／14（木）――

保健管理センター

保健管理センター

入試センター（入試課・広報課）

情報企画課・情報技術課

情報技術課
事務室
事務室
事務室

９：00～16：00

９：00～16：00
10：00～15：00
８：30～17：00
９：00～16：00

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【FAX

】03 -3260 -5823

【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp

﹇
お
こ
と
わ
り
﹈「
理
大
・
人
」
は
休
載
し
ま
し
た
。

鳥
飼
　
欣
一
元
教
授

（
理
工
学
部
機
械
工
学
科
）
平

成
十
八
年
四
月
六
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
八
十
歳
。



東　京　理　科　大　学　報第 1 6 2号
【
同
窓
生
】

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
戸
　
祐
幸
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

森
野
　
義
男
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、七
五
〇
、〇
〇
〇
円

西
嶋
　
　
均
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

菅
原
　
俊
一
様

（
累
計
金
三
、六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
原
　
毅
一
様

加
藤
　
敏
雄
様

（
累
計
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
川
　
公
治
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

本
木
　
章
夫
様

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

島
崎
　
益
男
様

（
累
計
金
二
、三
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
川
　
明
彦
様

栗
原
　
良
平
様

（
累
計
金
一
、八
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

大
塚
　
法
宏
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

新
井
五
輪
生
様

有
村
　
勝
美
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

内
田
　
正
三
様

小
嶋
　
延
吉
様

竹
内
　
　
勉
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円

小
野
　
具
彦
様

◇
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円

奈
良
原
清
美
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
田
　
武
志
様

伊
藤
　
輝
彦
様

上
田
　
邦
彦
様

内
山
　
萬
壽
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
島
　
　
勲
様

小
澤
　
信
吾
様

川
下
　
安
司
様

小
沼
　
正
彦
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
盤
男
様

笹
岡
　
健
二
様

笹
岡
　
健
彦
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

真
田
　
和
夫
様

菅
原
　
馨
悟
様

杉
田
　
康
一
様

中
村
　
洋
一
様

布
田
　
　
健
様

藤
原
　
秀
夫
様

本
多
　
宗

様

松
村
　
　
賢
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
瀬
　
敬
教
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

南
野
光
一
郎
様

本
山
　
和
夫
様

山
口
　
幸
七
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

池
田
　
尚
平
様

石
田
　
弘
幸
様

礒
部
　
　
充
様

扇
原
　
　
淳
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
久
保
　
清
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
隈
　
靖
彦
様

荻
原
　
　
彬
様

神
谷
　
隆
幸
様

唐
澤
　
範
行
様

小
口
　
藤
夫
様

小
島
　
正
人
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
林
　
徹
也
様

清
水
　
　
男
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
　
一
永
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鈴
木
堅
三
郎
様

橋
　
　
拡
様

田
島
　
英
幸
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

月
本
　
　
淳
様

永
井
　
喜
文
様

長
尾
　
義
喬
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

奈
良
　
伯
夫
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

萩
谷
　
好
昭
様

晴
山
　
　
純
様

藤
本
　
定
正
様

本
多
喜
久
子
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
澤
　
俊
一
様

三
沢
　
隆
夫
様

吉
田
　
隆
茂
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

吉
本
真
兵
衛
様

（
累
計
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

須
田
　
　
匡
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

石
川
　
茂
治
様

石
c

實
様

（
累
計
金
三
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

遠
藤
　
穆
彦
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

菊
池
　
耕
生
様

丹
羽
　
博
志
様

平
田
　
　
伸
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
野
　
純
一
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
島
　
基
子
様

正
木
敬
次
郎
様

山
c

祐
介
様

（
累
計
金
七
〇
、〇
〇
〇
円
）

渡
邊
　
一
郎
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

飯
塚
　
二
郎
様

岩
木
　
孝
夫
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

坂
田
　
政
章
様

瀬
　
享
徳
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
耕
太
郎
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

高
橋
　
修
司
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中
　
正
之
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
一
、一
一
一
円

石
原
　
　
肇
様

（
累
計
金
二
二
、二
二
二
円
）

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

青
木
　
　
光
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

青
山
　
忠
明
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

遠
藤
　
一
郎
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

大
関
　
　
光
様

小
澤
　
基
男
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

木
名

栄
様

小
林
　
　
博
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

紺
屋
　
　
進
様

橋
　
秀
一
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

田
中
　
正
志
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

利
光
め
ぐ
み
様

日
高
　
正
子
様

日
高
　
幸
雄
様

平
野
　
輝
美
様

舟
山
　
勇
司
様

星
野
　
幸
也
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
c

悟
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

宮
野
　
博
行
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

守
屋
　
　
茂
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
口
　
重
男
様

（
累
計
金
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本
　
操
男
様

吉
田
　
光
孝
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
三
名

【
一
般
個
人
】

◇
金
一
六
、四
六
三
、一
六
〇
円

森
野
　
　
茂
様

（
累
計
金
一
二
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

金
子
　
利
春
様

【
元
教
職
員
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

重
倉
　
祐
光
様

（
累
計
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

大
野
　
尚
典
様

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

安
蒜
　
英
雄
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
岡
　
正
巳
様

（
累
計
金
二
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

井
形
　
直
弘
様

佐
藤
　
　
眞
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

【
教
職
員
】

◇
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

中
村
　
　
洋
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

竹
内
　
　
伸
様

西
山
　
勝
廣
様

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

澤
　
　
芳
昭
様

（
累
計
金
三
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

直
井
　
英
雄
様

（
累
計
金
一
、五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

永
井
　
厚
志
様

分
島
　
郁
子
様

（
累
計
金
六
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
三
九
三
、四
八
一
円

馬
場
　
錬
成
様

（
累
計
金
九
八
三
、二
一
一
円
）

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
井
　
賢
二
様

伊
藤
　
忠
治
様

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

尾
島
　
善
一
様

匿
名
　
　
一
名

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

飯
田
　
　
努
様

服
部
　
武
志
様

（
累
計
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

片
岡
　
　
寛
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

石
井
　
行
弘
様

石
坂

史
様

橘

榮
一
様

後
藤
　
芳
彦
様

近
藤
　
天
彦
様

齋
藤
　
晃
一
様

佐
竹
　
信
一
様

樽
谷
　
　
修
様

（
累
計
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

陳
　
　
玳

様

宮
川
　
宣
明
様

山
下
　
　
正
様

（
累
計
金
九
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

山
本
　
芳
人
様

（
累
計
金
四
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

好
野
　
則
夫
様

匿
名
　
　
三
名

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

菊
地
　
　
正
様

（
累
計
金
三
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

工
藤
　
昭
彦
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

趙
　
　
新
為
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

青
木
　
宏
樹
様

（
累
計
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円
）

鵜
澤
　
真
治
様

匿
名
　
　
二
名

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

長
野
　
　
東
様

（
累
計
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

松
浦
　
弘
毅
様

◇
金
三
五
、〇
〇
〇
円

匿
名
　
　
一
名

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

浅
野
　
　
比
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
田
　
和
弘
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

加
納
　
　
誠
様

（
累
計
金
三
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
園
　
晴
生
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

眞
田
　
克
典
様

（
累
計
金
二
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

清
水
　
克
彦
様

（
累
計
金
二
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

菅
井
　
　
繁
様

（
累
計
金
二
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

竹
村
　
哲
雄
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

龍
岡
　
文
夫
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

谷
口
　
　
淳
様

（
累
計
金
一
七
五
、〇
〇
〇
円
）

宮
本
　
岩
男
様

（
累
計
金
二
三
三
、〇
〇
〇
円
）

本
山
　
好
幸
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

矢
島
　
博
文
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

柳
田
　
昌
宏
様

（
累
計
金
二
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
五
名

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

松
山
　
　
賢
様

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
円

赤
上
　
　
好
様

（
累
計
金
一
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

石
渡
恵
美
子
様

（
累
計
金
一
〇
五
、〇
〇
〇
円
）

稲
坂
　
　
勤
様

（
累
計
金
五
〇
五
、〇
〇
〇
円
）

岩
崎
　
　
等
様

（
累
計
金
一
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

上
田
　
昌
毅
様

（
累
計
金
一
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

茅
壁
　
猛
幸
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
村
　
一
夫
様

（
累
計
金
八
〇
、〇
〇
〇
円
）

平
田
　
譲
二
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
二
名

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

高
井
　
文
子
様

高
原
　
　
光
様

（
累
計
金
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

村
口
　
正
弘
様

◇
金
九
、〇
〇
〇
円

白
石
　
幸
英
様

（
累
計
金
一
九
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
八
、〇
〇
〇
円

天
沼
　
秀
夫
様

（
累
計
金
四
五
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
六
、〇
〇
〇
円

赤
澤
　
豊
信
様

（
累
計
金
八
一
、〇
〇
〇
円
）

伊
藤
　
享
子
様

（
累
計
金
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

橋
　
正
一
様

（
累
計
金
八
一
、〇
〇
〇
円
）

匿
名
　
　
一
名

【
法
人
】

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
大
林
組
東
京
本
社
様

◇
金
一
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
日
立
製
作
所
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
関
電
工
様

フ
タ
ム
ラ
化
学
株
式
会
社
様

（
累
計
金
二
〇
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
証
券
株
式
会
社
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

斎
久
工
業
株
式
会
社
様

日
興
コ
ー
デ
ィ
ア
ル
証
券
株
式
会

社
様

株
式
会
社
日
立
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
様

◇
金
四
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

高
砂
熱
学
工
業
株
式
会
社
様

◇
金
三
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
サ
ン
テ
ッ
ク
様

松
下
電
工
株
式
会
社
様

◇
金
二
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
サ
カ
イ
ヤ
様

三
栄
建
設
株
式
会
社
様

ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
テ
ク
シ
ョ
ン
株

式
会
社
様

（
累
計
金
六
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

昭
和
空
調
株
式
会
社
様

武
蔵
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会

社
様

◇
金
一
、二
五
〇
、〇
〇
〇
円

日
本
シ
ス
テ
ム
企
画
株
式
会
社
様

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
内
田
洋
行
様

株
式
会
社
小
坂
研
究
所
様

三
和
シ
ヤ
ッ
タ
ー
工
業
株
式
会
社

様ジ
ー
エ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社

様（
累
計
金
一
、一
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

株
式
会
社
安
井
建
築
設
計
事
務
所

様六
興
電
気
株
式
会
社
様

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

丸
善
株
式
会
社
様

株
式
会
社
山
武
ビ
ル
シ
ス
テ
ム
カ

ン
パ
ニ
ー
　
東
関
東
支
店
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
小
野
サ
イ
エ
ン
ス
様

◇
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

有
限
会
社
宇
田
川
電
機
商
会
様

（
累
計
金
六
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
チ
ヨ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会

社
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

北
海
計
量
器
株
式
会
社
様

◇
金
三
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
山
下
工
務
店
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
平
版
株
式
会
社
様

【
団
体
】

◇
金
一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
Ｏ
Ｂ
柔
道
部「
鵠

志
会
」様

鈴
木
　
幹
久
様

浅
部
　
喜
博
様

阿
部
　
正
敏
様

荒
川
　
信
二
様

五
十
嵐
幹
治
様

伊
藤
　
明
芳
様

伊
藤
　
雅
章
様

入
澤
　
利
明
様

岩
本
　
和
也
様

上
田
　
克
己
様

内
倉
　
千
秋
様

大
竹
　
秀
幸
様

岡
崎
　
博
明
様

小
山
田
秀
和
様

狩
野
　
雅
一
様

川
口
　
　
勲
様

木
下
　
三
郎
様

熊
木
　
重
次
様

倉
金
　
　
清
様

小
玉
　
　
修
様

斉
藤
　
　
宏
様

坂
元
　
　
充
様

佐
久
間
勝
弘
様

佐
藤
　
　
滋
様

柴
崎
　
尚
平
様

柴
田
　
　
昇
様

渋
谷
　
明
彦
様

白
銀
　
恒
夫
様

杉
原
　
敬
治
様

鈴
木
　
隆
雄
様

鈴
木
　
靖
庸
様

高
宮
　
　
宏
様

瀧
川
　
明
彦
様

津
島
　
利
亘
様

徳
丸
　
博
庶
様

仲
川
　
秀
雄
様

中
田
　
芳
文
様

秦
　
　
才
賢
様

浜
下
直
太
郎
様

平
井
　
　
優
様

福
原
　
清
二
様

古
川
喜
代
志
様

古
館
　
　
猛
様

松
元
　
　
功
様

万
波
　
弘
育
様

三
浦
　
拓
夫
様

三
浦
　
正
雄
様

皆
川
　
　
滋
様

宮
本
　
建
司
様

村
田
　
隆
信
様

望
月
　
治
郎
様

望
月
　
哲
夫
様

元
田
　
和
文
様

森
　
　
俊
幸
様

柳
川
　
昌
徳
様

山
内
　
鋭
治
様

山
下
　
義
昭
様

山
田
　
　
茂
様

山
田
　
忠
之
様

吉
野
　
　
優
様

涌
井
　
俊
秋
様

◇
金
五
〇
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
課
長
会
様

◇
金
四
一
五
、〇
〇
〇
円

７
０
０
０
Ｋ
会（
昭
和
31
年
化
学

科
卒
）様

（
累
計
金
四
二
五
、〇
〇
〇
円
）

奥
原
　
千
里
様

秋
葉
　
明
子
様

石
井
　
　
侃
様

石
原
　
信
一
様

伊
藤
徳
三
郎
様

宇
田
川
文
良
様

内
野
　
忠
治
様

小
川
　
雅
之
様

押
尾
鈴
太
郎
様

小
原
　
愛
子
様

柏
崎
　
孝
夫
様

片
岡
　
　
孝
様

草
川
　
英
昭
様

熊
谷
　
京
子
様

熊
谷
　
　
隆
様

剱
持
　
寛
人
様

佐
野
　
　
丞
様

下
村
　
龍
朗
様

白
井
　
　
孝
様

新
保
　
昌
子
様

鈴
木
　
　
操
様

瀬
戸
　
尚
典
様

橋
　
昌
長
様

多
田
　
英
次
様

田
中
　
幸
雄
様

長
尾
　
全
二
様

中
島
　
國
治
様

永
戸
　
章
義
様

長
屋
　
　
隆
様

西
畑
　
公
弘
様

能
重
　
尚
子
様

橋
本
　
建
蔵
様

秦
野
　
主
計
様

廣
瀬
　
　
勤
様

府
川
　
清
子
様

保
坂
　
郷
三
様

本
間
　
克
典
様

村
田
　
俊
子
様

森
山
　
良
水
様

森
脇
　
正
子
様

山
口
安
衛
見
様

山
c

實
様

吉
田
　
康
二
様

吉
村
　
稔
枝
様

鷲
田
　
吉
秀
様

◇
金
三
五
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
千
葉
支
部
企
業
人
部
会
役

員
・
関
係
者
一
同
様

安
藤
　
治
夫
様

板
谷
　
英
樹
様

大
嶋
　
良
太
様

小
倉
　
信
行
様

河
島
修
一
郎
様

坂
本
　
典
信
様

鈴
木
　
勝
英
様

武
井
甲
子
郎
様

田
中
　
　
彰
様

田
中
　
正
憲
様

中
村
　
英
明
様

羽
山
　
　
明
様

藤
田

也
様

藤
村
　
孝
一
様

水
野
　
　
澄
様

◇
金
三
〇
〇
、〇
〇
〇
円

諏
訪
東
京
理
科
大
学
教
職
員
親
睦

会
か
や
の
会
一
同
様

重
倉
　
祐
光
様

相
原
　
伸
一
様

青
木
　
正
和
様

有
賀
　
史
江
様

飯
田
　
洋
市
様

市
川
　
純
章
様

伊
藤
　
忠
治
様

伊
藤
　
朋
子
様

稲
坂
　
　
勤
様

井
上
　
善
博
様

今
井
多
江
子
様

今
野
　
圭
子
様

鵜
澤
　
真
治
様

牛
山
　
　
哲
様

江
原
　
暉
将
様

遠
藤
　
文
佳
様

大
口
　
秀
樹
様

大
島
　
政
英
様

大
成
　
幹
彦
様

大
平
　
修
司
様

荻
原
　
由
昌
様

奥
原
　
正
夫
様

片
岡
　
　
寛
様

甲
藤
　
久
郎
様

加
藤
　
聡
一
様

金
井
　
範
夫
様

川
上
　
洋
一
様

岸
野
　
信
治
様

北
澤
　
洋
子
様

北
原
　
誠
一
様

木
村
　
正
弘
様

河
本
　
綏
雄
様

後
藤
　
邦
夫
様

齋
藤
　
　
隆
様

阪
本
　
将
英
様

志
澤
　
高
朗
様

篠
原
　
菊
紀
様

清
水
　
俊
治
様

須
川
　
修
身
様

清
藤
多
加
子
様

関
塚
　
正
嗣
様

田
中
　
雅
康
様

田
中
　
佑
子
様

谷
　
　
辰
夫
様

津
久
井
英
喜
様

鴇
澤
　
　
昇
様

中
島
　
由
美
様

長
田
　
有
平
様

七
松
　
　
敏
様

奈
良
　
松
範
様

西
山
　
勝
廣
様

沼
　
　
隆
三
様

蜂
谷
　
　
敦
様
　

隆
元
様

由
加
里
様

林
　
　
幸
治
様

平
田
　
譲
二
様

平
田
　
幸
広
様

平
田
　
陽
一
様

平
沼
　
　
威
様

広
瀬
　
啓
雄
様

福
田
　
幸
夫
様

藤
瀬
　
恭
子
様

古
舘
　
信
生
様

星
野
　

様

細
貝
　
英
実
様

堀
向
　
英
次
様

松
江
　
英
明
様

松
岡
　
隆
志
様

三
井
田
陸
郎
様

宮
川
　
宣
明
様

宮
澤
　
　
悟
様

宮
前
　
健
裕
様

藪
　
　
康
彦
様

山
腰
　
光
樹
様

山
田
　
昭
夫
様

山
田
　
和
也
様

和
田
　
義
孝
様

渡
辺
　
竜
介
様

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金（
’05
年

会
員
一
同
）様

（
累
計
金
一
、一
一
五
、〇
〇
〇
円
）

坂
部
　
三
司
様

近
藤
　
天
彦
様

◇
金
二
七
〇
、〇
〇
〇
円

工
学
部
経
営
工
学
科
様

◇
金
二
五
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ

会
様藤

崎
　
堅
信
様

井
出
川
　
洋
様

遠
藤
　
次
郎
様

小
西
　
秀
治
様

関
口
　
修
平
様

竹
村
　
尚
道
様

森
谷
　
泰
生
様

◇
金
二
四
〇
、〇
〇
〇
円

工
学
部
建
築
学
科
松
崎
研
究
室
Ｏ

Ｂ
会
様

（
累
計
金
六
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

濱
田
　
　
真
様

石
飛
　
直
樹
様

井
上
　
敏
行
様

宇
野
与
四
郎
様

大
賀
　
成
典
様

河
合
　
　
豊
様

斎
藤
　
　
裕
様

坂
本
　
浩
孝
様

左
治
木
計
彦
様

鈴
木
麻
悠
美
様

鈴
木
　
基
晴
様

寺
倉
　
英
樹
様

中
尾
　
慶
幸
様

生
田
目
俊
則
様

西
野
　
　
創
様

林
　
　
省
吾
様

半
田
　
　
悟
様

平
野
　
直
人
様

森
保
　
直
也
様

矢
野
　
雅
史
様

山
c

栄
市
様

山
下
　
利
法
様

由
利
　
隆
之
様

吉
田
　
秀
人
様

若
生
　
貴
仁
様

◇
金
一
七
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

Ｏ
Ｂ
会
様

（
累
計
金
一
八
二
、〇
〇
〇
円
）

◇
金
一
五
〇
、〇
〇
〇
円

昭
和
18
年
卒
業
生
の
会
様

池
田
佐
喜
男
様

荒
木
　
貞
雄
様

伊
藤
　
尚
一
様

宇
都
　
　
哲
様

奥
田
　
　
純
様

小
原
　
信
孝
様

笠
原
　
廣
吉
様

金
子
　
栄
男
様

木
内
　
秀
二
様

北
川
　
銹
三
様

帰
山
　
公
夫
様

久
米
　
政
樹
様

黒
岩
弘
五
郎
様

小
林
　
光
男
様

佐
久
間
元
朗
様

桜
庭
　
順
三
様

春
藤
　
圭
介
様

白
濱
　
　
傳
様

高
木
　
　
茂
様
　

須
　
信
昌
様

多
田
　
新
一
様

富
井
　
圭
介
様

中
山
　
恵
二
様

中
山
　
　
保
様

西
島
　
隆
之
様

西
嶋
　
　
均
様

芳
賀
　
　
薫
様

原
田
　
十
正
様

平
塚
　
正
好
様

廣
田
　
正
義
様

森
嶋
　
久
次
様

東
京
理
科
大
学
理
学
部
金
元
研
Ｏ

Ｂ
一
同
様

澤
井
　
大
輔
様

足
立
　
文
雄
様

荒
井
　
康
浩
様

庵
屋
敷
孝
思
様

今
村
　
敏
之
様

上
原
　
宏
樹
様

梶
川
　
正
博
様

亀
田
　
恒
徳
様

桑
野
　
　
潤
様

小
林
　
正
径
様

五
味
川
文
雄
様

坂
本
新
一
郎
様

佐
々
木
善
弘
様

佐
野
　
　
奨
様

高
橋
　
和
代
様

高
橋
晃
一
郎
様

角
田
　
正
平
様

坪
岡
　
通
代
様

鶴
田
　
明
治
様

永
井
　
雅
之
様

永
沢
　
秀
秋
様

中
村
　
　
綱
様

平
原
　
道
高
様

廣
瀬
　
英
晴
様

福
永
　
健
一
様

藤
松
　
慎
也
様

山
根
　
　
晃
様

山
之
上
　
巧
様

横
山
　
隆
文
様

吉
田
　
葉
子
様

◇
金
一
一
四
、〇
〇
〇
円

小
江
戸
の
会
２
０
０
６
様

栗
原
　
照
夫
様

青
木
　
秀
夫
様

石
井
　
忠
浩
様

石
川
　
慎
也
様

粕
谷
　
　
昭
様

金
子
　
　
聰
様

小
山
　
　
誠
様

諏
訪
部
喜
義
様

関
　
　
邦
彦
様

松
田
　
雄
次
様

山
下
　
一
郎
様

山
下
　
　
正
様

山
田
　
義
幸
様

脇
　
　
國
男
様

◇
金
一
〇
二
、〇
〇
〇
円

池
田
佐
喜
男
研
究
室
Ｏ
Ｂ
会
様

秦
　
　
好
昭
様

青
木
　
直
子
様

香
川
　
　
様

木
村
　
　
様

桑
原
　
　
様

滝
　
　
　
様

滝
沢
　
　
様

椿
　
　
　
様

長
井
　
　
様

林
　
　
　
様

水
品
　
　
様

山
本
　
　
様

◇
金
一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

工
学
部
建
築
学
科
直
井
研
究
室
Ｏ

Ｂ
有
志
様

Ｓ
40
年
卒
薬
学
部
ク
ラ
ス
会
様

◇
金
六
〇
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
鹿
児
島
支
部
様

切
手
　
純
孝
様

石
畑
　
清
耕
様

宇
都
　
　
哲
様

大
戸
　
憲
隆
様

大
堀
　
健
吾
様

川
口
　
正
志
様

小
杉
　
泰
生
様

寺
脇
　
康
文
様

永
田
　
益
夫
様

二
宮
　
伸
秀
様

寛
山
　
栄
助
様

二
川
　
美
俊
様

堀
ノ
内
昭
二
様

松
下
　
靖
信
様

山
下
　
茂
樹
様

◇
金
五
五
、〇
〇
〇
円

昭
和
31
年
度
卒
理
学
部
数
学
科
有

志
一
同
様

小
櫃
　
陽
一
様

北
原
　
泰
彦
様

井
喜
代
美
様

高
下
喜
久
代
様

土
橋
　
嘉
衛
様

渡
辺
　
　
優
様

◇
金
五
〇
、〇
〇
〇
円

小
玉
研
究
室
卒
業
者
会（
Ｋ
Ｏ
Ｌ

Ｃ
）Ｈ
18
有
志
様

（
累
計
金
六
〇
、〇
〇
〇
円
）

中
谷
　
光
久
様

武
田
研
究
室
同
門
様

（
累
計
金
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

理
窓
企
業
人
会
周
年
募
金（
’06
年

会
員
一
同
）様

森
野
　
義
男
様

◇
金
四
〇
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
理
窓
教
育
会
東
京

支
部
様

（
累
計
金
二
一
〇
、〇
〇
〇
円
）

小
原
　
俊
平
様

根
深
　
得
英
様

松
原
　
秀
成
様

◇
金
三
二
、〇
〇
〇
円

理
窓
会
三
重
支
部
様

藤
田
　
敏
夫
様

赤
塚
　
和
也
様

新
井
　
啓
允
様

荒
木
　
正
樹
様

家
城
　
正
典
様

井
坂
　
　
弘
様

伊
藤
　
憲
一
様

上
野
久
美
雄
様

大
市
　
大
吉
様

久
保
　
　
清
様

後
藤
　
良
彰
様

新
保
　
　
晃
様

妹
尾
　
允
史
様

高
尾
洋
一
郎
様

立
松
　
忠
博
様

布
井
　
祥
子
様

服
部
　
憲
二
様

東
浦
　
　
章
様

平
山
　
　
豊
様

堀
木
　
俊
男
様

松
岡
　
泰
之
様

水
野
　
克
彦
様

◇
金
二
〇
、〇
〇
〇
円

基
礎
工
・
福
田
研
同
窓
会
様

（
累
計
金
一
二
〇
、〇
〇
〇
円
）

福
田
　
　
博
様

安
藤
　
真
一
様

福
家
　
博
行
様

◇
金
一
三
、〇
〇
〇
円

理
窓
山
岳
会（
Ⅰ
部
体
育
局
山
岳

部
Ｏ
Ｂ
会
）様

川
島
　
啓
道
様

小
池
　
純
司
様

◇
金
一
〇
、〇
〇
〇
円

静
岡
県
遠
州
理
窓
会
様

大
野
　
幸
人
様

外
濠
会
様

（
累
計
金
四
五
、〇
〇
〇
円
）

三
浦
　
和
彦
様

◇
金
五
、〇
〇
〇
円

東
京
理
科
大
学
　
数
学
教
育
研
究

会
様（

累
計
金
三
三
五
、〇
〇
〇
円
）

廣
瀬
　
和
昭
様

理
窓
ス
マ
ッ
シ
ュ
会
様

累
計
金
二
六
四
、〇
〇
〇
円
）

平
野
　
次
雄
様

渡
辺
・
常
盤
研
究
室
同
窓
様

（
累
計
金
一
二
五
、〇
〇
〇
円
）

片
岡
　
北
斗
様

○
入
金
額

﹇
個
人
﹈

（
二
一
〇
名
）

七
一
、七
〇
八
、七
五
二
円

﹇
法
人
﹈

（
三
二
社
）

一
三
九
、〇
四
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈

（
三
〇
団
体
）

四
、九
一
六
、〇
〇
〇
円

○
寄
付
総
額
（
二
〇
〇
三
年
十

一
月
一
日
〜
二
〇
〇
六
年
四
月
三

十
日
）

﹇
個
人
﹈

（
二
、八
七
七
名
）

五
二
二
、九
〇
四
、五
三
八
円

﹇
法
人
﹈

（
一
七
四
社
）

四
七
九
、七
四
〇
、〇
〇
〇
円

﹇
団
体
﹈

（
一
三
四
団
体
）

二
三
、二
〇
一
、〇
三
四
円

2006年（平成18年） ７月25日（火）（ 4 ）

野田キャンパスで寄付者銘板　除幕式

東
京
理
科
大
学
周
年
募
金
事
務
室
　
TEL
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
七
二
三
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
・
三
二
六
〇
・
四
三
六
三

＊e-m
ail：
125shunen@

adm
in.tus.ac.jp

＊U
R
L
:http://w

w
w
.tus.ac.jp/125/

問い合わせ先

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
　

寄
付
者
芳
名
 

「
創
立
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
た
ま
わ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名
を
掲
載
し
ま
す
。
今
回

は
、
二
〇
〇
六
年
二
月
一
日
〜
二
〇
〇
六
年
四
月
三
十
日
ま
で
に

お
振
込
み
い
た
だ
い
た
分
で
す
。

ご
芳
名
は
区
分
別
・
金
額
別
・
五
十
音
順
で
す
が
、
区
分
で
重

複
す
る
方
は
い
ず
れ
か
一
つ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

六
月
二
日（
金
）、
野
田
キ
ャ

ン
パ
ス
の
カ
ナ
ル
会
館
で
創
立

百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金

寄
付
者
銘
板
の
除
幕
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
塚
本

理
事
長
、
竹
内
学
長
、
児
島
理

窓
会
幹
事
長
、
森
野
維
持
会

長
、
福
田
基
礎
工
学
部
長
を
は

じ
め
本
学
関
係
者
ら
が
出
席
し

ま
し
た
。

今
回
の
第
一
期
銘
板
に
は
、

二
〇
〇
三
年
十
一
月
一
日
〜
二

〇
〇
六
年
三
月
三
十
一
日
に
、

個
人
で
十
万
円
以
上
の
ご
寄
付

を
賜
り
ま
し
た
千
五
十
四
人
の

御
芳
名
を
刻
し
て
あ
り
ま
す
。

本
学
で
は
引
き
続
き
こ
の
記
念

事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
神
楽
坂
校
舎
の
創
立

百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
募
金

寄
付
者
銘
板
は
二
〇
〇
九
年
三

月
竣
工
予
定
の
新
２
号
館
に
設

置
す
る
予
定
で
す
。

左から児島理窓会幹事長、森野維持会長、塚本理事長、竹内学長、福田基礎工学部長


